






【課題・改善策】

・子どもの自己肯定感を育くめるよう肯定的な声かけに努め意識しながら保育して行きたい。

・職員間での情報提供や報告相の徹底等など職員全体で共有していきたい。

・保護者との信頼関係構築に勤め保護者視点からコミュニケーション力を高めて欲しい。

  分析と今後の取り組み

    保育所保育指針では、「保育所は、保育の質の向上を図るため、保育の計画や保育士

   等の自己評価結果を踏まえ、当該保育所の保育内容等について自ら評価を行い、その

   結果を公表するように務めなければならない。」ことが明記されています。このこと

   に基づき、臨時職員、看護師、栄養士等含めた保育に関わる全ての職員を対象に昨年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

  と同様に 評価を実施しました。評価の結果は良く今後も良い保育が維持できるように

  努めていきます。

【保育理念・保育目標】

・法人理念・保育理念・目指す子どもの姿の共有ができていないため、会議・文書で再

　確認します。

・法人理念：共に育み　共に創り　共に生きる　共には一人一人に寄り添うこと

・目指す子ども：誰とでも仲良く遊べ、思いやりのある子（思いやり）

　　　　　　　夢中で遊べ、最後まで頑張れる子（集中力・頑張り）

　　　　　　　自分からなんでもやろうとする子（自主性・創造力）

　すべて非認知能力です。これらを育てる土台は、自分のことが好きと思え、自分が大

　切にされているいるという自己肯定感です。自己肯定感を育み、少しのことでは折れ

　ないしなやかで強い子どもを育てていきたいと思います。

【保育内容】

・子ども一人一人に向き合う保育もできている。また、保育の環境整備なども昨年度より

　配慮ができていると評価がある。

・支援が必要とする園児については、園による対応と並行して園内研修を充実させて

　全体の対応力を高めていくことも重要である。

【健康管理・食事・保護者支援】

・子どもたち食べ物に興味を持って楽しく食事ができるような環境に務める。

　食に関心を深めるために、食育を通して知らせる。

・保護者とのコミュニケーションを積極的にとるよう昨年度同様個人懇談を実施する。

【職員の資質向上と責務】

・多様化する子どもに合わせて、保育の形を柔軟に変えていく。

・保育士自身の言動、心の動きなどの振り返りをセルフチェックリストシートで

　自己評価を続け外部研修、全職員でのzoom研修を受け資質向上に務めていく。

・子どもの情報など守秘義務については、気をつけている。個人情報管理を徹底していく。


